
1．XPS_exifによる
バス・ブリッジの作成

次はPLBバスとBLANCAシステム・バスをつなぐブ

リッジxps_exifを作成します．

● xps_exifの作成

作り方はopb_exif の作成時とほぼ同じで，EDKに用意

されているウィザードを使用します．このウィザードを使

用すると，PLBからユーザがアクセスしやすい簡単なイン

ターフェースへのバス・ブリッジ回路を挿入した形の，サ

ンプルのユーザIPコアを作成してくれます．

まず，メニューの Hardwareから「Create or Import

Peripheral」を選択します〔図1（a）〕．するとウィザードが

起動します．［Next］ボタンをクリックすると，新しい周

辺IPコアを作成するのか，既にあるIPコアをインポート

するのかを聞かれるので，上のラジオ・ボタンを選択して

［Next］をクリックします〔図1（b）〕．

次に，EDKのユーザ・リポジトリ・フォルダに保存す

るのか，XPSプロジェクトの下に保存するのかを聞かれま

す．ユーザ・リポジトリ・フォルダに保存すると，XPS起

動時にそのフォルダを選択すればその IPコアが使えるよ

うになります．XPSプロジェクトの下に保存すると，その

XPSプロジェクトでのみ使えるようになります．どちらで

もよいのですが，今回は下のラジオ・ボタンを選択して

［Next］をクリックします〔図1（c）〕．

そして IPコアの名前を決めます．今回は「xps_exif」と

いう名前にしておきます〔図1（d）〕．［Next］をクリックす

ると，PLB v4.6のコアなのかFSLのコアなのかを聞かれ

ます．今回は「PLB v4.6」を選択して［Next］をクリックし

ます〔図1（e）〕．

今度はPLB-ユーザ・インターフェース・ブリッジの機

能を決めます．今回は単純にブリッジできればいいので余

分な機能は必要ありません．ただ，ブリッジ・アドレス空

間はopb_exif のときと同じように二つ用意します．従っ

て，「User logic memory space」にのみチェックを入れて，

［Next］をクリックします〔図1（f）〕．次にバースト機能を

使うかどうかを聞かれます．現在の仕様のBLANCAシス

テム・バスではバースト転送をサポートしていないので，

OFFのままにしておきます．

［Next］をクリックするとアドレス空間の数を聞かれま

す．今回は以前のEDKデザインに合わせて「2」に設定し

ます〔図1（g）〕．再度［Next］をクリックすると，ユーザ側

に出す信号の選択画面になります．今回は機能が少ないの

で，信号も少ないようです．とりあえずすべての信号を出

しておきたいので，すべての信号にチェックが入ったまま

［Next］をクリックします〔図1（h）〕．

次はBFMの設定です．BFMというのはMicroBlazeを

使わずにハードウェア・シミュレーションで疑似的なマス

タ回路がバスを動かして，ユーザ IPコアへのアクセスを

簡単にシミュレーションできるようにするものです．ただ

現在はMicroBlazeが含まれているシミュレーションでも

それほど複雑ではなくなってきたので，最近ではあまり使

われないようです．今回はOFFのまま［Next］をクリック

します．
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（e）バスを決める

図1 IPIFウイザードの操作

（a）IPIFウイザードを起動

（b）フロー選択

（d）名前を付ける

（f）機能を決める

（c）保存場所

（g）メモリ・スペース数

（h）ユーザ信号を選択

（i）テンプレートを選択




